
令和４年度  第 二 南 陽 園 事 業 報 告 

 

  第二南陽園の事業運営については、「利用者中心のサービスの提供」とする浴風

会の基本理念に基づき、浴風会介護老人福祉施設の 3 施設のサービス指針を踏ま

え運営にあたった。利用者一人ひとりが安心かつ満足して暮らして頂くことの出

来る施設運営を目指すとともに、職員の能力が生かされ、働きやすい職場環境づ

くりを推進した。  

 

１ 利用者の状況 

  利用率は 93.9%と新型コロナウイルスによる 2 度のクラスターの影響を受け、

年度予算目標を大幅に下回る結果となった。令和４年度の延べ入院者数は   

5382 名（１日平均 14.7 名）であった。入院の要因である病名の主な内訳は肺炎

が全体の約 17.3％、尿路感染症が 13.5%と（入院時診断に基づくもの）となって

いる。併せて年間退所者数は死亡による退所 38 名、長期入院による退所はなかっ

た。なお、年間平均要介護度は予算目標 4.05 に対し、年間平均 4.18（ショートを

含むと 4.17）となっている。 

  (1) 利用者の概況  

区   分 令和 3 年度 令和 4 年度 

定 員 150 名 150 名 

ショートステイ定員 6 名（15 名）  6 名（15 名） 

年間延利用人員 54,798 名     53,098 名 

１日平均利用人員 150.1 名 145.5 名 

利 用 率 96.6％ 93.9％ 

平 均 年 齢 89 歳 4 ヶ月 89 歳５ヶ月 

最 高 齢 者 107 歳 108 歳 

平均在籍年 数 4 年 5 ヶ月 3 年 8 カ月 

最長在籍年 数 29 年 10 ヶ月 16 年７ヶ月 

年間入所者 数 28 名 34 名 

年間退所者 数 26 名 38 名 

 ※ １ ショートステイ定員の（ ）内は、空床利用の定員を示す。 

２ 「年間利用人員」「月平均利用人員」「利用率」は、ショートステイを含む。



 (2) 日常生活動作等の状況                （年間平均） 

区  分 

令和 3 年度 令和 4 年度 
対前年度 

伸 び 率 
人 数 

（名） 

割 合

（％） 

人 数 

（名） 

割 合

（％） 

食 事 介 助 者 100.8 67.2 91.7 61.1 0.90 

排 泄 介 助 者 132.4 88.3 125.2 83.4 0.94 

着 脱 衣 介 助 者 128.3 85.5 120.0 80.0 0.93 

寝 返 り 介 助 者 82.3 54.8 82.2 54.8 0.99 

移 動 介 助 者 125.6 83.7 117.2 78.1 0.93 

整 容 介 助 者 120.0 80.0 112.9 75.3 0.94 

入浴介助者(特殊浴) 74.3 49.6 71.3 47.5 0.95 

入浴介助者(一般浴) 63.3 42.2 58.8 39.2 0.92 

(3) 要介護度の状況                   （年間平均） 

区  分 

令和 3 年度 令和 4 年度 
対前年度 

伸 び 率 
人数 

(名) 

構成比 

(％) 

人数 

（名） 

構成比 

（％） 

要 介 護 5 58.9 39.9 50.8 34.6 0.86 

要 介 護 4 62.6 42.4 56.3 38.3 0.89 

要 介 護 3 23.0 15.6 20.7 14.1 0.9 

要 介 護 2 3.2 2.1 3.4 2.3 1.06 

要 介 護 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 

平均要介護度 4.28 4.18 0.98 

 

２ 施設運営基本方針の実施状況(概要外特記事項) 

(1) 地域との協働と社会貢献 

  ① ボランティアの養成と協働体制の充実について 

    各ボランティアの活動については、新型コロナウイルス感染防止のため、

ご利用者と直接関わる活動を自粛した。そのため、ご利用者との接触がない

園芸ボランティア延 79 名、縫物ボランティア延 33 名計 122 名の方々にご協

力をいただいた。活動自粛期間は、電話や手紙にてボランティアの方々の近

況を伺ったり、活動再開に向けたご意見を伺った。 

  ② 地域貢献について 

    施設利用要綱により、活動室、集会室、車椅子（介護保険制度に拠らない）



の貸出サービスを地域住民に対して行っており、令和 4 年度も感染防止のた

め集会室等の貸し出しは行っていないが車椅子は 15 件の貸し出しをした。  

近隣の富士見丘小学校・高井戸小学校では、特養三施設・ケア 24 高井戸と

共同して認知症サポーター養成講座を開催した。その他、今年度は富士見丘

小学校２年生による屋外での「まちたんけん」を２年ぶりに受け入れた。昨

年に引き続き現場の社会福祉士を、福祉系大学のリモートによる特別授業に

講師として派遣した。  

 (2) 利用者中心のサービスの提供  

  ① 生活の質の向上について 

令和４年度、浴風会病院へ入院搬送したケースは延べ 122 件、新型コロナ感

染症発生に伴い、外部病院への入院は 35 件、合計延 157 件であった。ケアワー

カーと看護師が連携し、日常の健康状態の把握をはじめ、感染症への予防・対

応について取り組み、浴風会病院との連携により入院調整がスムーズに行えた。

今後も多職種連携のもと、健康状態の変化に早期に対応し、他機関との連携強

化に努めていきたい。  

② 感染症予防管理体制の充実  

  新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用、出勤前の検温・出勤時

の手洗い、常時アルコールによる手指消毒、換気、三密の回避などの徹底を

図った他、園内の消毒を兼ねた拭き掃除を毎朝実施した。新型コロナウイル

スワクチンについては浴風会病院の協力の下、136 名が接種。また、季節性

インフルエンザの予防接種をご家族の同意を得たご利用者に実施した。職員

についても 82 名が予防接種を行った。令和 4 年度はご利用者のインフルエン

ザの感染症の発症は見られなかった。2 度の新型コロナウイルス感染症によ

る集団感染が発生し、年間通して延べ 111 名のご利用者と 59 名の職員が感

染した。 

(3) 専門職の連携を生かせる職場づくり 

  ① 研修体制の充実について 

    令和 4年度は、法人本部で行う新人、各階層研修に延 33名の職員が参加し、

第二南陽園内部で開催した感染症対策、レクリエーション等の研修に延べ

195 名の職員が、また、3 特養で開催した新人研修等には延 5 名の職員が参加



した。3 特養で開催した研修においては、新型コロナウィルスクラスターの

ため、参加することができなかった。外部研修については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で当初は開催延期が相次ぎ、その後 WEB での開催が主と

なっていった。 

(4) 安定的経営基盤の確保 

①収入の確保について 

新型コロナウイルス感染症による 2 度のクラスタ―発生後、新規利用者確保

は難しく、欠員数は 1 日平均 2.5 人に対し、3.74 人と目標に達成しなかった。 

   生活相談員 1 名が育児休暇を取得したため、病院からの応援職員の派遣を受

けて、年間新規ショートステイ契約者は 92 件と例年平均と大差なく年間延べ

利用者数 5099 名のショートステイ受け入れを行うことができた。  

  ②施設・設備の維持について  

令和 4 年度については、大きな設備の更新等は行わなかった。  

③人材確保について  

   法人本部とも連携して介護人材確保に当たり、一般求人広告のほか、ハロー

ワーク、福祉人材センター、ウェブでの求人等を活用しながら幅広く人材確保

に努めた。また、令和 4 年度は契約職員から 1 名を登用した。福祉人材の需要

は高く、有資格者、経験者の確保がとりわけ難しいため、一部は派遣・紹介職

員も採用し対応した。 

 

３ 利用者へのサービスについて 

利用者への介護サービスの提供に当たっては、利用者・家族の意向を伺い、

施設サービス計画書を策定し、同意を得た上で実施した。  

食事は、管理栄養士を中心に、栄養マネジメントを適切に実施した。毎月の

食事懇談会や食事委員会を開催し、利用者の意見を聞き取り、献立、調理に反

映させ、喜ばれる食事の提供に努めた。検討の際は、各部署から出された意見、

要望、苦情などを具体的な内容と統計で把握し、問題検討を積み重ねてきた。

誕生会、納涼祭などにおいては季節の食材を楽しんでいただける行事食の提供

をはじめ、外出支援が難しかったため、お取り寄せデザートなどを取り入れ、

「食べる楽しみ」の場を増やすことができた。 



嚥下機能の低下や体重減少が見られる利用者に対しては、訪問歯科、多職種

と連携し、安全にしっかりとした食事摂取ができるよう検討し対応した。  

   入浴や排泄、着脱、移乗、体位変換という基本的日常介助については、個々

のサービス計画に基づいて適切に実施した。 

   健康管理については、浴風会病院と連携を図り、医療業務委託契約により内

科医、精神科医の定期的な診療及び健康管理を受けた。看護・介護の連携を図

りながら、疾病の早期発見、早期治療に努めた。また、介護職員等による痰の

吸引等の実施要綱に基づき、指導看護師により適宜介護職員の指導研修を行っ

た。医師、看護職員、介護職員をはじめとする多職種連携のもと、安全な実施

を心がけた。 

   機能訓練については、利用者によりきめ細かく個別機能訓練計画を策定し、

必要に応じ医師の指示も仰ぎながら、必要と思われる訓練を行った。クラブ活

動、レクリエーション、行事、日常生活動作等を通じ身体機能の維持を図り、

利用者の生活意欲を引き出すべく取り組みを行った。多職種との連携のもとに、

適切なシーティング・ポジショニングを通じた生活環境の向上を目指して取り

組んだ。 

また、利用者・家族には、施設運営上の取り組み等の情報を全体家族会及び

利用者懇談会等において適時提供するとともに、月例にて情報提供文書を郵送

し、また、カラー写真を載せるなどした季刊「フロアだより」を郵送する等、

利用者の近況報告と併せて、ご理解をいただくよう努めた。更に、利用者の体

調変化など日頃より連絡を密にし、相互信頼関係を築くよう努めた。 

   サービス提供の基本となる接遇マナーに関しては、年 1 回の虐待の芽チェッ

クリストでの自己評価を継続するとともに、サービスマナー委員会を中心に接

遇マナーの見直しを図った。 

 

４ 施設の運営・管理について 

（1） 苦情対応について 

令和３年度に引き続き苦情報告は２件と少なく、園長以下、苦情受付担当者、

他関係職員が誠意をもって苦情・要望に対応した。苦情発生時、ご家族や関係

機関の話から事実確認を迅速に行い、その後の取り組み経緯並びに結果報告に



ついて対応を終了することなく、継続的に家族との関係性構築に努めた。 

通常の家族連絡は勿論、新型コロナウイルス感染症クラスター発生時には罹患

したご利用者の日々の様子など、ご家族へのこまめな連絡・報告に努めた。施

設見学が出来ない状況に対し、タブレット端末を利用した施設案内、Zoom を

活用した入所相談を行い、施設内外のご要望に応じた。 

なお、苦情の内容は(別表 2)のとおりである。  

(2) 家族会の開催及び家族との連携について  

令和 4 年度家族会も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響で

各フロア別の家族会開催は断念せざるを得ない状況となった。全体会は令和 5

年 4 月 1 日にＷＥＢを活用して開催し、令和 4 年度事業実施状況、第三者評価、

居住費の改定等について報告、説明を行った。ご家族との連携においては、日

頃から生活相談員を始め、介護・看護職員により、電話連絡や、面会時での伝

達、郵送等による方法において、必要な連絡連携に努めた。  

(3) 業務の見直しと改善について  

   令和 4 年度は、コロナ感染や濃厚接触などにより一定期間職員が欠勤せざる

を得ない場合に、サービス提供の継続を図るため、状況に応じたケアワーカー

業務見直しを行った。  

(4) 職員の健康管理及び労働災害の防止について  

   職員の健康管理については、定期健康診断は延 131 名が受診し、胃部レント

ゲン検査は 4 名が検診を受けた。また、年 2 回の腰痛検診を行うとともに、医

師からのアドバイスをそれぞれの職員に伝えた。腰痛予防のため、腰痛予防ベ

ルトを職員に貸与した。 

コロナウイルスワクチン接種・インフルエンザワクチン接種については、希

望する職員を対象として予防接種を行い、ストレスチェックに関しては 64 名の

職員が実施し、その分析結果に関して検討を行った。  

労働災害の対象職員に対しては、速やかに手続きを行うと共に、安全衛生委

員会で状況報告や再発防止等について、産業医からの助言を得た。  

(5) 災害の予防と訓練について  

防災対策として、自衛消防訓練、消防設備機器の整備点検等を通し、防災技

術・意識の向上及び安全対策に努めた。  



また、昨年度に引き続き、災害時の備蓄物品の更新を図った。 

 

５ 第二南陽園事業計画(重点取り組み事項)について 

【事務室】 

電話対応に対しては、お待たせすることがないようできる限り迅速に努めた。

他の施設に関する問い合わせについては、地図を渡してご案内した他、当該施設

の担当者に連絡を取る等、来訪者が求めている情報を的確に繋げるよう努めた。 

定期的に全事務職員で全フロアの消毒を行い、感染予防・清潔保持に努めた。

また、光熱費高騰による影響も鑑み、使用箇所や頻度を考慮しながら、節電に努

めた。 

【栄養室】 

毎月計画している「クッキング★カフェは」、11 月のみ新型コロナウイルス集

団感染の影響により中止せざるを得なかったが、その他の月は開催フロアを変更

するなど、他職種の協力を得ながら行えた。参加利用者の出身地のおやつや作り

たい、食べたい希望をもとに献立を作成できた。その他、8 月に計画していた納

涼祭は、10 月に秋祭りとして開催し、アクティビティ委員会と連携をとり、食事

や催事内容を季節に合わせた内容に変更し柔軟に対応することができた。 

新しい食器の購入までには至らなかったが、食器や食具の補充は行った。トレー

の購入については、剥げてしまいやす事、利用者が落ち着いて食べられない事か

ら、無地トレーに変更し購入した。引き続き、在庫の食器を確認し、食事提供内

容に見合った食器を検討していきたい。 

【医務室】 

職員への標準予防策の徹底を継続し、病院受診時のマスクの着用・手洗い・消

毒を周知徹底していたが、2 度の新型コロナウイルス集団感染が発生し、年間通

して延べ 111 名のご利用者と 57 名の職員が感染した。 

今後も標準予防策を徹底していくとともに、多職種と連携を図り早期の受診を

スムーズに行っていきたい。 

【機能訓練室】 

新型コロナウイルス感染症クラスターの影響により、ベッド臥床に伴う褥瘡発

生者数が増えてしまった。また、ポジショニングが統一されないことも要因の一



つであり、理解を深められるよう、定期的に研修会を実施することで、褥瘡予防

に努めていきたい。また、居室移動や入院などで車椅子やマットレスの変更が多

く、ショートステイのご利用者に提供する物品に苦慮することが多かった。引き

続き新入所や退院者以外にも事前の情報収集も積極的に行い、スムーズな提供に

つなげていきたい。また、予定していた創作活動は行うことができなかったため、

感染予防対策を講じながら、フロア毎に実施していきたい。 

【生活相談員】 

  延べ 82 名の利用者が感染した 10 月末から発生した新型コロナウイルス感染症

クラスターでは 41 名が保健所・浴風会病院医師との連携により入院加療を行った。 

また、安心して最期までお過ごしいただけることを目標に、感染対策を講じ、 

令和 4 年度は 5 名のご利用者を施設でお看取りした。新型コロナウイルス感染症

の施設内クラスターというこれまでにない状況下において、空床目標、利用率確

保ともに 93.9%と大幅に低迷したが、日々の介護・家族とのコミュニケーション

の重要性、施設内外の連携を最大限に活かし、今後も利用者が安心して生活でき

る基盤づくりに努めていきたい。 

【地域連携担当】 

3 特養の地域連携担当者と連携を図りながら学校側と調整を行い、感染対策を

講じながら、出来るだけ実習生の受入ができる体制を整えた。実習生に対しては、

積極的に声を掛け、不安なく実習に臨めるよう環境づくりに努め、フロアでの実

習指導がきっかけで就職希望があり、1 名入職に繋げることが出来た。 

園芸と裁縫ボランティアの活動は継続して行うことができた。活動を再開でき

ていないボランティアの方には年賀状や暑中見舞いを郵送し、定期的にご連絡を

させていただいた。動物ふれあい活動の活動者より、四季折々の寄せ書きが届き、

各フロアに掲示するなどして、ご利用者に楽しんでもらえるよう努めた。今後も

活動再開時に向け、安心して活動できるよう対応していきたい。 

【１階フロア】 

 今年度はアクティビティ委員を中心として、レクリエーション道具のバリエー

ション増やした。曜日毎に日課表を作成して内容を具体化することで、職員の誰

もが空いている時間に行える環境を整備し、カードゲームやお手玉など数多くの

レクリエーションを行うことができた。年間行事にご利用者と共に行った書道パ



フォーマンスや秋祭りでの現物に見立てた芋掘りやリンゴ・ブドウ狩り、節分の

鬼など、繰り返し使用できるものを制作した。また、フロアの環境に関しては、

今後も整理整頓を含めて、利用者がより安心して快適に過ごせる環境を目指して、

職員個々の意識を変える取り組みも行っていきたい。 

【２階フロア】 

サービスマナーに関しては、新型コロナウルス集団感染による職員の人員減や

感染者への対応のため、サービスマナー向上に対してのアナウンスや研修ができ

ない時期があった。感染症が落ち着いた 12 月以降にはサービスマナーについて、

業務前の意識付けの再開とリーダー層が手本となることを周知し、フロアの基準

とした。また、年間行事での出し物として、年忘れ会に職員が一芸を披露するな

ど、今後もご利用者が楽しんでいただけるような工夫をしていきたい。 

【３階フロア】 

 DVD 上映会や年間行事の際には職員が一芸を披露するなど、今後もレクリエー

ションを増やしていきたい。食事の時間には、音楽を流すなど少しでもリラック

ス、楽しめる空間を提供できるように努めた。 

また、デイルームの食事席を居室毎にすることで、感染拡大防止できるように

工夫した。 

【リーダー会議】 

新型コロナウイルス感染症クラスター発生時には、感染拡大防止のため通常の

形態での会議が行えないことがあったが、各フロアの状況等について密に情報交

換を行ったり、感染対応方法についての相互確認を行うなどの感染拡大防止対応

を、感染対策委員会とともに取り組んだ。また、現行の紙おむつをより吸収性の

高いものに変更し、交換回数、交換時間などを見直すことでサービスの質を低下

させず、業務改善につなげるための試行、検討を開始した。 

各委員会との連携に関しては、委員や第三者からの意見も聞き、状況確認をし

ながら、現場に還元できるようフィードバックしていきたい。  

【サブリーダー会議】 

新型コロナウイルス感染症クラスターにより、「KYT」の研修は１回しか実施で

きなかったが、「感染症対応」の研修は実体験をもとに、予定した回数を実施する

ことができた。 



新人育成に関しては、リーダーと協力して職員の育成に取り組む事は出来たが、

指導担当者間での引継ぎが不足していたことなど、来年度へ向けては課題が残っ

た。 

【事故防止対策委員会】 

  サブリーダーが中心となり、ヒヤリハットの集計・分析を行い、リスクマネジ 

メント委員会で多職種と検証を行ったことで、今年度は人違いの服薬の件数は 0

にすることができた。各フロアで口頭での報告はできていたが、ヒヤリハットや

事故報告書の提出が遅くなるケースもあり、今後も迅速に提出が出来るよう取り

組んでいる。 

【サービスマナー委員会】 

コロナ禍もあり、リーダー層と委員でうまくコミュニケーションが図れず、サー

ビスマナーに対しての意識が低下してしまうことがあった。フロア毎に、リーダー

層と協働しながら、サービスマナー向上に努め、日々の声掛けや定期的な発信を

続け、徐々にマナー意識が向上している過程が実感することができたので、今後

も継続して取り組んでいきたい。 

【感染防止対策委員会】 

今年度は 2 度の新型コロナウイルス集団感染が発生し、年間通して延べ 111 名

のご利用者と 57 名の職員が感染した。集団感染の際に随時委員会を開催すること

ができず、感染対策の情報の行き違いなどによる混乱を招いてしまうことがあっ

たが、WEB を活用して会議を開催したり、メール等を活用して情報共有を図った。

今後は感染症対応下においては、定時で実施することとし、引き続き、標準予防

策の実施と換気、消毒の実践を行い、感染予防に努めていく。 

【褥瘡防止対策委員会】 

新型コロナウイルス感染症クラスターの影響により、行動制限に伴うベッド臥

床による褥瘡発生者数が増えてしまった。委員会での多情報共有はできていたが、

機能訓練委員との情報共有が足りなかった。今後も情報の共有だけでは無く、実

際になぜ出来てしまったのか多職種と検証しながら褥瘡予防を図っていく。 

【ケアプラン委員会】 

新型コロナウイルス感染症クラスターの影響により、各フロアで継続してきた

生活の様子や施設サービス計画書に沿った記録が継続できない時期もあったが、



計画していた「ケアプラン作成のための研修会」を 2 回実施することができ、各

フロア 3～5 名の小規模であったため参加者同士の意見交換がしやすく好評だっ

た。また参加対象職員は新人職員だけではなく、サービス内容向上のために、視

野を広げる機会でもあるため全職員対象で今後も継続して計画していきたい。 

【身体拘束廃止委員会】 

定期的に身体拘束解除に向けてのカンファレンスを重ねてきたが、短時間解除

にとどまった利用者もいた。下半期は、不適切ケアをテーマとし、フロア職員を

交えグループワーク形式の身体拘束の悉皆研修を 3 回開催した。今後は研修での

成果物をフロアでも繋げられるような内容にしていきたい。 

【口腔ケア委員会】 

新型コロナウイルス感染の影響により、身体機能の低下があると、経口摂取が

難しくなり、継続支援ができなくなることが多く、経口維持支援の難しさを実感

した。そのような中でも、症状が安定している方に対して、今の状態を多職種で

評価を行い状態にあった支援の検討ができた。 

また、歯科医師・歯科衛生士より口腔物品、義歯の取り扱い、口腔ケアで注意

すべき点など的確な助言や指導をもらい、すぐに実践することで職員のスキル

アップに繋がった。 

【食事委員会】 

コロナウイルス感染もあり、前期のイベントが予定通りに行えなかったが、制

約のある中で工夫しながら、下半期に「クッキング★カフェ」等も含めて、様々

な行事を行うことができた。 

食事マニュアルの見直しを行ったが、徹底されていないところがあり、フロア

で共有できるようにしていきたい。また、給食ノートの記載について、意識して

いないとどうしても記載が少なることがあり、引き続き呼び掛けていく必要が

あった。 

【機能訓練委員会】 

褥瘡防止対策委員会とは、褥瘡・皮むけ対象者の情報共有をしていたが、改善

や再発防止などの具体的な対応を話し合う等の行動に移すまでの連携が適切に図

られていなかった。また、ポジショニング・シーティングの研修会については、

コロナ禍のため、フロア毎での直接指導が中心となった。 



福祉用具の清掃・管理は、フロアや職員個々による差はあるが、昨年度に比べ

車いすの清掃が行き届いていないこともあるため、今後も委員から呼びかけてい

きたい。 

【アクティビティ委員会】 

  ７月までは機能訓練指導員と連携し、創作活動を行っていたが、新型コロナウ

イルス感染症クラスターの影響により十分に行えなかった。しかし、納涼祭は秋

祭りへ変更するなど柔軟に行うこともできた。 

花火大会、バスハイクなどコロナ禍で中止になっている行事もあるが、引き続

き実施方法を検討していきたい。 

【リスクマネジメント委員会】 

毎月ヒヤリハットの集計、分析を行い、同様のインシデントを繰り返さないよ

うに取り組んできたが、不十分な部分も見られた。ヒヤリハットや事故の事例か

ら、フロアをまたいで防止策を検討する機会は持てたと思う。委員会通信

『spotlight』の発行を 4 回行い、職員が意識的に読んでもらえるようになった。  

 

６ 諸会議の実施状況について  

サービス経営会議      ４３回  リーダー会議        ８回 

サブリーダー会議       ８回  食 事 委 員 会       １０回 

行事検討会議        １２回  機能訓練委員会      １０回 

事故防止対策委員会      ６回  防 災 委 員 会      １０回 

安全衛生委員会       １０回  身体拘束廃止委員会    １０回 

感染防止対策委員会     １２回  サービスマナー委員会    ７回   

褥瘡防止対策委員会     １２回  口腔ケア委員会      １２回  

ケアプラン委員会       ８回  喀痰吸引等安全委員会   １２回  

アクティビティ委員会     ９回  リスクマネジメント委員会 １１回 

 

７ 主要行事等の実施状況について 

  令和４年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、ご利用者に直接かかわる

ボランティアによる活動は自粛した。行事についても、昨年度に引き続き一部を

中止しているが、内容を工夫し、出来る限り開催するように努めた。 



 (1) クラブ活動実施状況 

   クッキング★カフェ（毎月 1 回程度）      14 回  （延 89 名） 

 (2) 主要行事実施状況 

   （別表３）のとおり実施した。  

 

８ 寄付金等の状況について 

令和 4 年度については、ご家族の方から計 2 件、合計 310，000 円の寄付金をい

ただいた。また、様々なご寄贈があり、それぞれの方々の意向に即し、施設運営

の為に有効活用させて頂いた。  


